
津
波
注
意
報・警
報

45

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、“
の
り
り
ん
”
で
す
。

今
年
１
月
４
日
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
で
発
生
し
た
地

震
に
よ
り
、愛
知
県
外
海
に
津
波
注
意
報

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
津
波

注
意
報
や
警
報
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
津
波
注
意
報
・
警
報
の
種
類

■
津
波
予
報
区
　

　

田
原
市
に
該
当
す
る
津
波
予
報
区
は
、

「
愛
知
県
外
海
」（
太
平
洋
側
）
と
「
伊
勢
・

三
河
湾
」（
三
河
湾
側
）
で
す
。

■
市
内
放
送
で
お
知
ら
せ
　

　

田
原
市
で
は
、
津
波
注
意
報
・
警
報
が

発
表
さ
れ
る
と
、
市
内
一
斉
放
送
が
自
動

的
に
流
れ
ま
す
。
海
岸
付
近
に
あ
る
ス
ピ

ー
カ
ー
は
、
目
で
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

赤
色
回
転
灯
が
光
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
送
が
聞
こ
え
た
り
、
回
転
灯
が
光
っ
て

い
る
の
が
見
え
た

り
し
た
ら
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

■
海
岸
に
は
近
づ
か
な
い
！
　

　

津
波
は
進
行
方
向
へ
の
力
が
強
い
た
め
、

高
さ
が
20
～
30
㎝
で
あ
っ
て
も
波
に
流
さ

れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
津
波
注

意
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た
ら
、
海
岸
や
河

口
に
は
決
し
て
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

◉農業研修事業　－ラオスにバラを咲かせよう！－

　田原市では、
Ｊ
ジャイカ

ＩＣＡ（国際協力
機構）から「草の
根技術協力事
業」の委託を受
け、これまで平成
19年・20年に２名
ずつ、ラオスの農
業研修生を受け入れてきました。研修生の皆さんは、
ラオスでのバラ栽培実現を目指し、日本の農業を学ん
できました。そして事業開始から２年、ついにラオスで
のバラ栽培が開始されました。

◉挑戦は始まったばかり！
　日本のように設備が整っているわけでもなく、気候には
雨季があるなど、田原市とは環境がずいぶん異なるラ
オス。バラを育てるのは、容易ではないそうです。しかし、
帰国した研修生
の皆さんは、田原
市で学んだことを
ラオス流にアレン
ジしながら、バラ
栽培の継続・発
展を目指していき
たいと意気込ん
でいます。

　２００５年愛・地球博以降、田原市は、フレンドシップ相手国であったラオスのサイタニー郡と「ラオスの人づく
り」を目的とした交流を続けています。

ラオスで咲かせよう！ バラの花

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼企画課☎２３局３５０７

ラオスのバラ農園に田原市の市章を
掲げる農業研修生と関係者の皆さん

▲海岸付近にあ
るスピーカーと
赤色回転灯

栽培が開始されたバラ農園。数か月後に
は初めての花摘みが予定されています

種類 解説 発表される
津波の高さ

津波注意報 高いところで0．5ｍ程度の津波予想。
注意が必要です。 0．5ｍ

津波警報 高いところで２ｍ程度の津波予想。
警戒してください。 １ｍ、２ｍ

大津波警報 高いところで３ｍ程度以上の津波
予想。厳重に警戒してください。

３ｍ、４ｍ、
６ｍ、８ｍ

※「津波の高さ」は、津波がない場合の潮位（平常潮位）と津波によって
海面が上昇した高さとの差のことです。
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